
府中市自然環境調査　野鳥 201５年度 観察担当者 大澤、祝、橋本

観察場所 武蔵台公園 観測時間　9時30分～11時30分

月

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

日 9 7 11 9 6 10 15 12 17 14 10 11 10 8 10 8 7 11 14 11 2 15 10 9

番号 科目 名称
　　　　天気
名称

晴 晴 雨 曇り 晴 曇り 小雨 曇り 晴 晴 晴 晴れ 曇 晴 晴 小雨 晴 晴 晴 曇 曇 晴 晴 小雨 5

9 ｶﾓ ｶﾙｶﾞﾓ 軽鴨 2 1 2 3 0 0

20 ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ 雉鳩 12 6 6 4 1 1 4 7 4 2 9 35 1 4 2 2 7 3 2 5 6 9 14 11 55

33 ｶｯｺｳ ﾂﾂﾄﾞﾘ 筒鳥 1 1 1 0 0 7

51 ﾀｶ ﾂﾐ 雀鷹 2 2 1 1 3 4 2 2 1 1 4 6

58 ｷﾂﾂｷ ｺｹﾞﾗ 小啄木鳥 12 5 1 2 3 3 2 1 3 3 3 10 26 1 14 10 4 1 6 6 2 6 9 50

60 ｷﾂﾂｷ ｱｵｹﾞﾗ 緑啄木鳥 2 1 1 2 2 2 1 2 3

64 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ 百舌 1 1 1 1 1 1

65 ｶﾗｽ ｶｹｽ 橿鳥 1 1 1 0 0

66 ｶﾗｽ ｵﾅｶﾞ 尾長 8 16 15 3 3 3 5 28 1 7 3 10 84 2 1 2 6 4 11

67 ｶﾗｽ ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ 嘴細烏 3 0 0

68 ｶﾗｽ ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 嘴太烏 12 4 4 4 6 4 13 6 3 4 4 4 5 12 61 5 5 4 6 10 11 7 5 3 2 10 11 68

70 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ 山雀 0 1 1

72 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ｼｼﾞｭｳｶﾗ 四十雀 12 10 11 11 12 15 7 9 13 8 9 10 13 12 128 14 13 23 10 9 9 13 6 11 8 4 14 12 134

74 ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ 燕 1 1 1 0 0

77 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ 鵯 12 25 23 14 9 13 1 37 22 26 13 6 16 12 205 20 32 21 19 8 3 26 28 23 34 7 11 12 232

78 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ 鶯 6 1 3 3 2 1 5 10 1 1 1 4 2 3 6 12 2
79 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ 柄長 5 2 6 9 3 5 5 25 4 1 1 3 12 2 4 4 8 31

82 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ 目白 10 5 1 1 4 7 8 12 11 4 9 10 62 2 2 2 2 4 8 3 5 4 9 32

86 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ 椋鳥 4 1 13 2 3 16 1 3 6 1 2 2 6 15

88 ﾋﾞﾀｷ ｼﾛﾊﾗ 白腹 2 1 1 2 1 4 5 2 1 1 3 4

90 ﾋﾞﾀｷ ﾂｸﾞﾐ 鶫 3 3 1 2 5 4 11 2 5 7 3 3 5 20

92 ﾋﾀｷ ﾙﾘﾋﾞﾀｷ 瑠璃鶲 1 1 2 2 0 0

93 ﾋﾞﾀｷ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ 尉鶲 1 2 1 2 0 0

100 ｽｽﾞﾒ ｽｽﾞﾒ 雀 4 0 3 1 3

102 ｾｷﾚｲ ﾊｸｾｷﾚｲ 白鶺鴒 3 1 1 2 2 0 0

107 ｱﾄﾘ ｶﾜﾗﾋﾜ 河原鶸 2 1 1 1 1 1 1

111 ｱﾄﾘ ｼﾒ
鴲

3 2 1 2 3 1 5 2 6

113 ｱﾄﾘ ｲｶﾙ 斑鳩 0 15 1 15 提供写真をトリミング加工した。

117 ﾎｵｼﾞﾛ ｱｵｼﾞ 青鵐 5 3 5 2 3 10 1 1 2 2

29 21 13 9 5 8 7 5 10 10 14 11 14 12 25 13 8 10 7 9 5 8 5 8 12 12 14 27

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

その他カウント外 ﾄﾞﾊﾞﾄ 1 78 1 3 3 1 4 1 4 5

ｶﾞﾋﾞﾁｮｳ 1 1 1 1 1 1 1 1 2

ｿｳｼﾁｮｳ 3

コゲラが子育てをし始めた。

例年この時期は観察種が少ない。

9

11

１5年度観察数 コメント

表作成　森田

観察種数

15年
度観
察
月数

14年
度
合計

15年
度
合計

14年
度観
察
月数

13年
度観
察
月数

3 ハシブトガラスの営巣を発見。

１4年度観察数

観察数が少ない。特にオナガの観察
月が極端に少なくなっている。大澤さ
ん休コゲラ、ウグイスが観察されだした。
メジロが３カ月観察出来なかったが、
今月久しぶりに観察出来た。

12

シジュウカラの幼鳥が多くみられ、家
族単位での行動が目を引いた。6

ツミのメスを観察、2羽いたがオスは
未確認。記録的な暑さのなか、昨年
より２種多く観察出来た。

8

観察種が少なく5種のみであった。
昨年も5種で9月は少ないのか。

1

動きが少ない

イカルを始めて観察。急遽影山氏に
写真撮影いただいた。

ツミの♂♀を,昨年より一月速く同時
に観察できたので今年こそ営巣する
ことを期待している。シジュウカラのさ
えずりを確認。

4


